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和多田　雅哉 （武蔵工業大学）

　 第 12 回 「電磁力関連の ダイナ ミ ッ クス」シ ン ポジ

ウム は，電気学会主催，日本機械学会および日本 AEM

学会共催の 下 に ， 2000年 6 月 29 目 （木）か ら 7 月

1 日 （土）の 2 日半の 日程で
， 沖縄県那覇市の メ ル パ

ル ク OKINAWA 「郵便貯金会館」で開催され ました．

沖縄県那覇市で の 開催にあた り， 地元那覇市の協賛を

得たの をはじめ ， 多数の学協会，新聞社等か ら協賛を

得ました．

　 梅雨明けの 沖縄 の 青い 空，青い 海の下で の講演発

表に は，172 件の
一
般講演 ，

6 件の基調講演 の 申し込

み があ り，計 227 名 （
一
般 160名，学生 67 名）の 参

加者が集まりました．

　
一
般講演の 発表は全 22 セ ッ シ ョ ン で，下記の よ

うな内訳で した．

1．電磁力関連の 材料

（1）機能性材料 ・電磁材料

（2）磁性流体，液晶 ・電気粘性流体

II．ア ク チ ュ エ ータ

（1）電磁ア クチ ュ エ
ー

タ

（2）圧電アクチ ュ エ ー
タ

（3）超磁歪ア クチ ュ エ
ー

タ

（4）ナ ノ マ イク ロ メ カ ニ ズム

III．電磁力関連の応用技術

（1）浮上鵡 失道

（2）リニ ア ドラ イガ 1皆朽（輸送，搬送 ，
FA ）

（3）リニ ア ドライブ技術 （OA ，計測，応用）

（4＞磁気浮上技術

（5）磁気軸受

（6）回転機技術

（7）セ ン サ ・計測技術

（8）電磁加速，MPD ，　 MHD

（9）バ イオ メ カ ニ クス

（10）静電力応用 ・画像形成技術

（11）バ ル ク超電導体とその応用

（12）超電導応用機器

（13）シ ス テ ム の 生命科学 （QNE ）
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IV．電磁力関連の力学と機能1生の制御

（1）擴助と制御

（2）電磁構造連成現象と解析技術

V ．その他関連テ
ー
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　 これらの セ ッ シ ョ ン は，各専門分野の研究者お よ

び技術者が
一
堂に会 し， 共通の話題 につ い て情報を交

換 し，電磁力利用に関する研究を総合的に発展させる

こ とを目的と して設定致しました．

　 講演内容は，電磁力関連の 各分野にお い て，今後

の発展を示唆させる もの が多数あり， 異分野の 研究者

によ り実のある議論の場を提供できたと思い ます．お

忙しい 中，貴重な時間を割い て セ ッ シ ョ ンを企画して

頂い た実行委員の 方々 に，改め て御礼申し上げます．

　 2 日目の 30 日 （金）の夜に は
， 同会場で懇親会が

開催されました．113名の 参加者は
， 武蔵工業大学 海

老原大樹 実行委員長の 開会の挨拶，親泊康晴 那覇市

長の 挨拶 （代読，
’
玉城正

一 助役）に始まり，宮良康正

県指定無形文化財八重山古典民謡保持者による琉球民

謡＆琉球舞踊の 余興が催された懇親会を
， 十二分に堪

能 された こ とと思い ます．

　 懇親会の途中で，第 13 回の本シ ン ポジウム は，日

本機械学会主催の 下 に，
2001 年 6 月 21 日 （木）

〜23

日 （土 ），千葉の 幕張メ ッ セ 国際会議場で開催される

とが，千葉大学 野波健蔵 次期実行委員長より案内さ

れ ました，また，第 14 回の 本シ ン ポジウム は，2002

年に 日本 AEM 学会主催の ド， 岡山大学 高橋則雄 実

行委員長 により開催される との案内があ りました．

　 終わ りに な りま したが
， 本 シ ン ポジ ウ ム の運営に

あた り，現地実行委員会として ご尽力を頂い た琉球大

学上里勝美 実行副委員長，千住智信 実行委員会幹事

補佐をは じめ ，現地 ス タ ッ フ として献身的な活動をし

て くれた琉球大学の学生 の皆様に対 し，心より厚 く御

礼申し上げます．
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